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Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
働
く
仲
間
の
み
な
さ
ん
、
私
た
ち

東
日
本
Ｎ
Ｔ
Ｔ
関
連
合
同
労
働
組
合
茨
城
支
部

（
以
下
、
Ｎ
関
労
茨
城
）
は
、
０
７
春
闘
勝
利

に
向
け
組
合
員
を
は
じ
め
、
職
場
の
仲
間
に
春

闘
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
そ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

に
も
と
づ
き
、
２
月
２
３
日
、
㈱
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日

本
‐
茨
城
に
対
し
て
９
項
目
の
要
求
を
し
ま
し

た
。 ご

承
知
の
通
り
い
ま
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
は
じ
め
大

企
業
は
史
上
空
前
の
利
益
を
上
げ
続
け
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
ど
う
で
し
ょ
う
。
働
く
私
た
ち

の
生
活
は
、
年
々
苦
し
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
退
職
再
雇
用
に
よ

っ
て
ピ
ー
ク
時
の
賃
金
よ
り
２
０
０
万
円
以
上

減
額
し
て
い
る
仲
間
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
み

な
さ
ん
も
一
度
、
机
の
片
隅
に
あ
る
源
泉
徴
収

票
を
取
り
出
し
て
確
か
め
て
み
て
下
さ
い
。 
   

連
合
は
大
幅
賃
上
げ
を
返
上
し
『
賃
金
改
善
』

要
求
と
な
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
生
活
改

善
要
求
と
し
て
月
額
一
律
５
万
円
の
賃
上
げ
と

夏
冬
一
時
金
６
ヶ
月
を
要
求
し
て
闘
い
ま
す
。 

更
に
、
退
職
再
雇
用
時
に
切
り
下
げ
ら
れ
た

２
５
％
の
賃
金
回
復
。
働
く
仲
間
を
競
争
に
駆

り
立
て
る
成
果
主
義
賃
金
制
度
の
廃
止
も
求
め

ま
す
。 

 

ま
た
、
０
７
年
度
に
実
施
さ
れ
る

料
金
部
門
の
『
業
務
運
営
体
制
の
見

直
し
』
に
つ
い
て
は
、
再
三
、
そ
の

中
味
の
説
明
を
求
め
て
い
ま
す
が
未

だ
、
組
合
へ
の
説
明
を
し
ま
せ
ん
。 

こ
れ
は
、
明
ら
か
に
組
合
間
差
別

で
あ
り
不
当
労
働
行
為
で
す
。 

し
た
が
っ
て
、
料
金
部
門
の
全
国

職
場
統
廃
合
は
直
ち
に
取
り
や
め
現

地
現
職
で
働
き
続
け
ら
れ
る
条
件
の

確
保
を
求
め
ま
す
。 

要 求 書 

記 

１、 安心して生活できる賃金として所定内賃金を一律月額５

万円引き上げること。 

２、 夏期、年末一時金を所定内賃金の6ヶ月分支払うこと。 

３、 料金部門の運営体制見直しによる職場統廃合は直ちに取

りやめ、５０歳退職再雇用時に約束した通り同一職場、

同一地域で働き続けられる条件を補償すること。 

４、 ５０歳退職・再雇用制度で切り下げた２５％の賃金を回

復すること。 

５、 同一労働・同一賃金の原則に基づき派遣、パート等、臨

時社員の賃金を正社員と同等にすること。 

６、 契約社員（キャリアスタッフ）の以下の処遇を改善する

こと。 

① 賃金を正社員と同等にすること。 

② 年次有給休暇の２時間休暇を認めること。 

③ ＮＴＴ記念日の特別休暇扱いを正社員と同等とす

ること。 

④ カフェテリアプラン・人間ドック検診・食堂利用補

助費を付与すること。 

７、 成果業績主義賃金制度を廃止すること。 

８、 人間ドックの検査内容を充実させること。具体的には脳

ドック・大腸カメラ等オプションの無料化 

９、 高速道路使用可能通勤距離を４０ｋｍ以上とすること。 

 

ま
た
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
は
、
キ
ャ
リ
ア
ス
タ
ッ
フ
を

は
じ
め
派
遣
、
パ
ー
ト
等
、
多
く
の
非
正
規
社
員

が
働
い
て
い
ま
す
。
同
じ
職
場
に
働
き
な
が
ら
そ

の
処
遇
に
は
大
き
な
格
差
が
生
じ
て
い
ま
す
。
こ

れ
を
改
善
す
る
こ
と
も
働
か
せ
る
企
業
の
側
の
責

任
で
す
。
私
た
ち
は
、
賃
上
げ
を
始
め
処
遇
の
改

善
を
求
め
ま
す
。 

そ
の
他
、
人
間
ド
ッ
ク
の
検
診
内
容
の
充
実
、

通
勤
時
間
の
短
縮
を
求
め
、
高
速
道
路
使
用
可
能

距
離
を
現
行
の
５
０
ｋ
ｍ
以
上
か
ら
４
０
ｋ
ｍ
以

上
と
す
る
こ
と
も
要
求
し
闘
っ
て
い
き
ま
す
。 

み
な
さ
ん
の
職
場
で
の
具
体
的
な
要
求
を
私
た

ち
Ｎ
関
労
茨
城
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

 
 



Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
は
現
在
、
料
金
業
務
の
広
域
集

約
、
受
付
時
間
延
長
と
委
託
化
（
Ｏ
Ｓ
化
）
の
提
案

を
し
て
い
ま
す
。 

会
社
提
案 

①
「
２
０
１
０
年
光
サ
ー
ビ
ス
３
０
０
０
万
」
達
成

に
向
け
販
売
力
・
開
通
力
の
強
化 

②
東
日
本
を
広
域
集
約
（
受
付
は
新
潟
、
回
収
は
宮

城
、
神
奈
川
、
東
京
、
審
査
は
北
海
道
等
）
し
ア

ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
実
施 

③
料
金
問
い
合
わ
せ
受
付
業
務
の
時
間
延
長
と

土
・
休
日
営
業 

更
な
る
コ
ス
ト
削
減
・
首
切
り
が
ね
ら
い 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
提
案
は
、
ひ
か
り
サ
ー
ビ
ス
販
売
強
化

の
た
め
料
金
業
務
を
広
域
集
約
、
販
売
部
門
へ
の
人

員
シ
フ
ト
と
し
て
い
ま
す
が
、
今
ま
で
料
金
の
仕
事

を
し
て
き
た
販
売
ス
キ
ル
の
な
い
社
員
が
、
販
売
強

化
の
即
戦
力
に
な
る
の
か
疑
問
で
す
。 

集
約
Ｏ
Ｓ
化
で
コ
ス
ト
を
削
減
し
、
配
転
で
社
員

を
ふ
る
い
に
か
け
辞
め
さ
せ
る
の
が
真
の
狙
い
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。 

「
５
０
歳
退
職
・
再
雇
用
」
選
択
の
と
き
、
私
た

ち
は
今
の
仕
事
が
続
け
ら
れ
る
か
ら
、
賃
金
の
２

５
％
削
減
に
応
じ
、
Ｏ
Ｓ
会
社
を
選
択
し
ま
し
た
。

今
回
の
提
案
は
、
そ
の
約
束
違
反
と
言
え
ま
す
。 

Ｎ
関
労
千
葉 

団
交
で
追
求
、
質
問 

Ｎ
関
労
千
葉
支
部
は
、
今
回
の
提
案
に
対
し
団
体

交
渉
の
中
で
、
会
社
側
を
追
求
し
質
問
し
ま
し
た
。 

①
他
労
組
に
説
明
し
て
Ｎ
関
労
に
説
明
し
な
い
の
は

労
組
間
差
別
で
は
な
い
か
。 

②
「
退
職
、
再
雇
用
」
時
の
現
地
現
職
の
約
束
違
反

で
あ
る
。 

③
広
域
集
約
は
首
切
り
提
案
で
あ
る
。 

今
回
の
会
社
提
案
は
、
賃
金
カ
ッ
ト
さ
れ
な
が
ら

も
真
面
目
に
働
い
て
き
た
社
員
の
首
切
り
合
理
化
提

案
で
す
。 

Ｎ
関
労
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
に
対
し
、
本
人
の
希

望
優
先
、
５
０
歳
退
職
・
再
雇
用
時
の
現
地
・
現
職

の
保
障
等
を
要
求
し
、
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
闘
っ
て

い
き
ま
す
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

年
金
財
政
悪
化
の
原
因
を 

作
っ
た
の
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
、
年
金
減
額
規
約
改
正
の

理
由
に
「
年
金
財
政
の
悪
化
」
を
挙
げ

て
い
ま
す
。 

し
か
し
「
年
金
財
政
悪
化
」
は
、
２

０
０
２
年
の
「
５
０
歳
退
職
再
雇
用
制

度
」
導
入
に
そ
の
原
因
が
あ
り
ま
す
。 

退
職
再
雇
用
に
応
じ
な
け
れ
ば
「
勤

務
地
の
限
定
な
く
広
域
異
動
」
「
６
０

歳
を
超
え
た
雇
用
は
し
な
い
」
と
１

５
％
〜
３
０
％
の
賃
下
げ
を
行
い
ま

し
た
。 

こ
の
た
め
、
企
業
年
金
加
入
者
（
現

役
労
働
者
）
が
減
少
し
、
受
給
権
者
が

増
加
（
２
０
０
１
年
か
ら
２
０
０
３
年

で
、
加
入
者
は
２
１
万
人
か
ら
１
３
万

人
、
受
給
権
者
は
、
５
万
人
か
ら
１
３

万
人
）
し
た
か
ら
で
す
。 

年
金
運
用
実
績
の
改
善 

ま
た
、
「
年
金
資
金
運
用
環
境
が
悪

化
。
将
来
に
亘
っ
て
安
定
し
た
年
金
制

度
を
維
持
し
続
け
る
こ
と
が
困
難
」
と

も
言
っ
て
い
ま
す
。 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
、
厚
生
労
働
省
の
「
企
業
年
金
減
額
申
請
却
下
」
に
対
し
行
政
訴
訟
を
起
こ
し
ま
し
た
。 

こ
の
行
政
訴
訟
に
私
た
ち
Ｎ
関
労
茨
城
の
組
合
員
は
「
企
業
年
金
減
額
に
反
対
す
る
茨
城
の
会
」
や
全

国
の
仲
間
と
と
も
に
裁
判
へ
の
参
加
申
し
立
て
（
第
三
者
訴
訟
）
を
行
い
ま
し
た
が
、
１
月
２
２
日
、
裁

判
へ
の
参
加
を
認
め
る
判
断
が
下
さ
れ
ま
し
た
。 

私
た
ち
は
「
国
に
守
っ
て
も
ら
う
」
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
自
ら
の
年
金
減
額
問
題
を
、
年
金
加
入

者
、
年
金
受
給
権
者
と
し
て
権
利
保
護
の
た
め
に
精
一
杯
問
題
点
を
主
張
し
て
い
き
ま
す
。 

と
こ
ろ
が
、
実
際
は
景
気
は
回
復
し
、

年
金
資
産
の
運
用
は
著
し
く
改
善
さ
れ

て
い
ま
す
。 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
有
価
証
券
報
告
書
に
記
載

さ
れ
た
年
金
資
産
の
実
際
運
用
益
は
、 

平
成
１
５
年
度
末 

１
３
２
２
億
円 

（
運
用
利
回
約
１
５
．
２
％
） 

平
成
１
６
年
度
末 

 

４
４
６
億
円 

（
運
用
利
回
約
４
．
５
％
） 

平
成
１
７
年
度
末 
１
９
２
９
億
円 

（
運
用
利
回
約
１
７
．
５
％
） 

に
の
ぼ
り
、
年
金
資
産
額
も
約
１
兆
３
２

２
３
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
企
業
業
績 

さ
ら
に
、
連
結
決
算
に
お
い
て
も
、
史

上
空
前
の
利
益
を
上
げ
て
い
ま
す
。 

平
成
１
５
年
３
月
末 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ 

１
兆
４
０
５
０
億
円 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東 

 

４
０
０
億
円 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西 

 

６
３
４
億
円 

平
成
１
６
年
３
月
末 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ 

１
兆
５
２
７
３
億
円 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東 

１
０
０
４
億
円 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東 

 

９
８
３
億
円 

 

平
成
１
７
年
３
月
末 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ 

１
兆
７
２
３
３
億
円 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東 

 

９
９
２
億
円 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西 

 

８
３
０
億
円 

平
成
１
８
年
３
月
末 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ 

１
兆
３
０
５
９
億
円 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東 

 

８
４
２
億
円 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西 

 

５
６
５
億
円 

こ
の
よ
う
に
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
主
張
は
ど
れ
を
と

っ
て
も
合
理
性
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

１
月
２
５
日
に
第
三
回
の
裁
判
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
国
側
は
「
収
支
が
改
善
さ
れ
、
１
０

０
０
億
円
以
上
の
収
益
を
上
げ
て
い
る
Ｎ
Ｔ

Ｔ
の
減
額
は
承
認
で
き
な
い
」
と
主
張
し
て
い

ま
す
。 

私
た
ち
は
「
同
意
書
」
が
不
当
に
集
め
ら
れ

た
事
実
。
減
額
に
よ
る
退
職
後
の
生
活
へ
の
影

響
等
を
訴
え
な
が
ら
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
常
識
は
世
間

の
非
常
識
」
を
明
ら
か
に
し
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
「
請

求
棄
却
」
判
決
を
勝
ち
取
る
ま
で
闘
い
ま
す
。 

み
な
さ
ん
の
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

ＮＴＴ「企業年金減額申請却下」行政訴訟裁判に参加 


